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東松島市
スマート漁業/スマート農業

国見町
獣害対策

飯田市
AI・XR/自動運転

白馬村
5G除雪車/
バス運行アプリ

小谷村
IoT生活支援/
タブレット教育

下呂市
除雪車IoT/
地域振興

帯広市
スマート農業

富山県
ものづくりIoT

御殿場市
富士登下山者数見える化
VR/翻訳/ドローン

豊岡市
観光動態・農業IoT

鳥取市
多言語翻訳タクシー

福山市
5GドローンVR体験五島市

スマート漁業

薩摩川内市
観光動態・地産品販路拡大

沖縄県
多言語翻訳タクシー
IoTマンゴー栽培
5Gスタジアム実証

離島
地産品販路拡大
マーケティング支援

上士幌町
観光基本計画づくり

伊那市
ドローン物流

南三陸町
4K360度遠隔買物体験

小金井市
5G教育

会津若松市
日本酒造り ドローン/5G/4K映像活用

豊田市
IoT児童見守り

長岡市
スマート
ドローン

平戸市
子供職業体験

舞鶴市
産業活性化

小浜市
スマート漁業

室蘭市
ICT観光

日光市
キャッシュレス翻訳

中部国際空港
VR忍者送客

釜石市
情報配信基盤

仙台市
市Wi-Fi整備

桧枝岐村
獣害対策

横手市
りんごIoT

厚木市
浸水監視

浜松市
スマート鮑養殖

長野市
獣害対策

飛騨市
スマート農業

茨木市
建機の
遠隔操縦

桑名市
スマート
メーター

しまなみ海道
5Gドローン

海陽町
スマート
牡蠣養殖

下関市
観光動態

福岡県
F.A.

長島町
移住定住促進
高解像度VR

宮﨑市
離岸流検知 肝付町

スマート農業
ドローン農薬散布

KDDIが「地方創生」を
通じて目指すSDGs

KDDIの持つ先進技術やパートナー企業のノウハウを活用して、
各地の特色にあったユニークな取り組みに参画

ICT活用の可能性 地域課題解決に向けた積極的な取り組みを展開

※赤字：スマート漁業
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事例紹介①
鯖養殖の取り組み ～繊細なサバは取り扱いが難しい～ （福井県小浜市）

皮膚が弱く傷つきやすい

高水温に弱い

病気になると打つ手がない

取り扱い上の課題 養殖上の課題

解決施策

3
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※ 総務省 平成29年度地域ＩｏＴ実装推進事業として採択

作業や体感を蓄積
→振り返り可能なデジタルデータへ

勘と経験を見える化
→データに基づく根拠ある判断へ

事例紹介①

IoTセンサー
船を出さずに
状況把握

給餌記録アプリ
日報のデジタル化
（飼育方法のマニュアル作り）

IoT/データを駆使した給餌管理 ～鯖、復活プロジェクト～

4
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事例紹介②

徳島県海陽町

海陽町の牡蠣

あまべ牡蠣 ゆりかご養殖事業の取り組み（徳島県海陽町）

※あまべ牡蠣
海陽町が朝廷に水産品を献上する地域として「あまべ (海部)」と呼ばれていたことに由来

● 海陽町は人口8000人強（2020年現在）まで減少。

高齢化率47%、生産年齢人口45％

● 現地水産ベンチャー企業であるリブル社において、

「シングルシード方式※ 」を用いた質の高い牡蠣養殖に成功

※牡蠣をカゴに入れてバラバラに養殖する方式。海外では主流。
牡蠣同士がぶつかりあい均一で身入りの良い牡蠣ができる。
ちなみに日本で一般的に行われているのはイカダ方式。

背 景

※

ノウハウ
水温、気温
高水温(21度以上)が続い
た後に揺らすと死んでしまう。

濁度
一般的に、エサはクロロフィル。
水の濁度は成長に関わっている模様。

カゴの揺れ具合
カゴの「揺れ」で牡蠣同士がぶつかり
あい、フジ壺や余分な殻が削られて、
成長や実入りが良くなる。
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課題

水温や天候に適した
世話が必要
⇒名人漁業者が頼り

カゴ毎の状況把握・
管理に手間

出荷迄に4割死滅
⇒牡蠣生産性が低い

具体策

IoTセンサーを
導入
→環境データを
見える化

PCやスマホで
環境･生育状況
を把握・共有

作業と環境情報
から生育状況と
の関係性を分析

水温

濁度

揺れ

成長度 斃死数
徳島大学による

データ分析

分析

解決法

環境のみえる化
→就労者が共通の

基準で判断

マニュアル整備
→管理の省力化

データ分析
→効率の良い生育

ノウハウ確立

事業目標
5年間で出荷量を５倍にする ※令和６年に30万個

6

事例紹介② 牡蠣養殖 課題への対策立案

作業時間を年間１８８時間削減する。
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事例紹介③

平成30年度総務省ＩｏＴサービス創出支援事業採択

〇マグロ養殖＝五島市の基幹産業：「マグロ養殖基地化」を目指す

長崎県のマグロ養殖生産量は全国一位（ 4,414t［平成28年］）

〇赤潮に極端に弱いクロマグロ（通常魚種の10倍程度＝早期検知が必要）

被害額は年間2,430万円（五島市玉之浦地区:平成25年）

※長崎県下では1億5千万円（平成25年）

〇既存のクロロフィル計測では、精度・時間的観点から対応が困難

鮪の養殖模様

○ドローンで海水を取得（海水サンプリング画像収集ロボットシステム）

○取得した海水をAI分析（有害赤潮リアルタイム判別システム）

○分析結果を漁業者に周知（リアルタイム通知システム）

解決

背景・課題

採水の様子

赤潮検知の取り組み（長崎県五島市）
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ドローンとAIを活用してマグロ養殖を赤潮被害から守る

8

事例紹介③

採水用
ドローン

DJI Matrice210

AkabotⅡ
（長崎大学開発）

空撮用
ドローン

海水サンプリング
画像収集ロボットシステム

判別結果
集計

AI（機械学習）
による自動判別

有害赤潮リアルタイム
判別システム

海面画像

判別結果
地図表示

リアルタイム
通知システム

採水～赤潮発生検知までの所用時間を半日程度から15分以内に短縮
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マグロ養殖作業者の作業効率化と安全確保

専用アプリを
インストールしたスマートフォン（※）

基地オペレーター

LTE基地局 LTE基地局

クラウド

作業者へ一斉情報伝達

離れた場所の作業者同士で
着信確認･会話

マップ機能で
作業者の居場所を把握

○円滑な情報連携手段の確保

○耐塩性や耐水性に優れたハードウェア

○安価な情報ネットワーク

課題

→ けが人発生・避難場所の周知・点呼・設備の
状態報告など

デバイス装着
イメージ

事例紹介③

9
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サケ定置網の漁獲量を予測（宮城県東松島市）

漁師の勘と経験をICTで”見える化”する

IoTとビッグデータの活用手法を探求

定置網漁の知見 解決手法の実証

事例紹介④

※総務省ＩｏＴサービス創出支援事業（平成27年度補正予算）採択

10
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まいづる未来の海づくりプロジェクト

京都府北部地域連携都市圏 田井漁港

課題１）安全な海へ
陸上作業者・従事者の安全確保

課題２）豊かな海へ
ITを活用した効率化と
消費エネルギー削減

課題３）身近な海へ
課題解決のプラットフォームの構築

漁業関係者の生活の質の向上へ

※公益財団法人トヨタ財団 2021年度国内助成プログラムに採択

プロジェクトリーダー：舞鶴工業高等専門学校

事例紹介⑤

北京都地域において”産学公民金報”の連携体制を構築し、地域の主要課題に取り組む
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IT/IoT利活用サポート

５G・IoT・AI・ドローン

地元ノウハウ IoTノウハウ

地域活性のこれから

地元企業と地元経済にプラスになる事業を共創

ex.農林水産業 畜産 鳥獣害 ヘルスケア 製造

～地域の主役は地元の方々～

●テクノロジー企業

●ベンチャー企業

●地域課題解決を
考える地場の企業

●自治体/有識者
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最後に


